
 

 

１．都市計画道路について 
（１）都市計画道路の役割と分類 

 

  ①．円滑な移動を確保するための「交通機能」 

  ②．都市構造を形成し街区を構成する「市街地形成機能」 

  ③．下水道、電気、電話などの収容空間や防災空地としての「空間機能」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）都市計画決定の効果と建築制限 

 

  ①．道路整備の方向性が公表されます 

     →都市計画の内容は市役所等で縦覧が可能です（法20条） 

  ②．事業を円滑に、かつ低コストで効率的に実施することができます 

     →都市計画の予定区域内は建築が制限されます（法53条） 

 

（３）都市計画決定は決定手続きによって進められます 

●公聴会で意見を述べることができます（法16条） 

●意見書を提出することができます（法17条） 

●都市計画審議会を傍聴することができます（法19条） 

 

 

 

（４）都市計画道路のルートや幅員は「道路構造令」により決定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）道路事業予算と整備事業費 

●本市の道路事業予算額は、近年では社会経済情勢や市

の厳しい財政状況を反映して、その規模が縮小してい

ます。 

●現行の予算規模が確保されたとしても、現計画区間を

すべて整備するのに約50年を要する計算になります。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）本市都市計画道路の整備状況 
（平成１５年３月末現在） 

都市計画道路数  260路線 

都市計画道路延長 約710km 

 うち改良済延長 
 
 
うち事業中延長 
うち未整備延長 

約424km（60％） → 政令市の中で最低レベル。 
      うち約370kmが市街化区域（68％） 
        約54kmが市街化調整区域（33％） 
約114km（16％） 
約171km（24％） → 82路線 
      うち94％が計画後20年以上経過している。 
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▲道路の機能分類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▲通過交通が入らないような 

網構成の一例 

幹線道路幹線道路
区画道路区画道路

幹線道路幹線道路

補助幹線道路補助幹線道路

補助幹線道路補助幹線道路

至高速ＩＣ至高速ＩＣ

主
要
幹
線
道
路

3.5
0.5

3.25 3.25 1.53.25 3.25 2.0

16.0

2.03.5
0.5

7.0

1.5 2.0

7.0

30.0
＜２車線の場合＞ 

 

＜４車線の場合＞ 

 

3.00

9.0

17.0

1.501.03.0

4.0

3.01.0

4.0

1.503.00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲本市道路事業予算額の推移 注）道路改良費は、グラフに示す街路事業費の平均値。 

道路改良費 
(平均値) 

約250億円／年 

都市計画道路 
未改良区間延長 
約280km 

÷

道路整備単価 
(平均値) 
約45億円／km 

年間整備量 
約６km 

÷

＝

＝
整備期間 
約50年 

年間整備量 
約６km 



 

 

２．答申「北九州市都市計画道路網のあり方について」の概要 
（１）答申のポイント[平成14年12月：都市計画審議会から市長へ答申] 

①．近年の社会経済情勢の変化等を踏まえ、今回新たに作成された「都市計画マスター
プラン」に示されるまちづくりの長期的視野に立ち、早急に都市計画道路網の再編
検討を行う必要がある。 

②．道路網再編の検討においては、市民と行政の協働体制によって検討を進めるべきで
ある（委員会の設置や、パブリックコメントの募集、アンケート調査の実施等）。 

 

（２）答申における道路網再編検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後の進め方 
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再編検討の評価指標による検証 

基本道路網 
(未着手路線を除いた幹線道路網) 

存 続 

●優先度 

優先度の高いものから実施レベルでの検討・合意形成 

新たな道路網(案) 

必要？ 

未着手路線の必要性検討 

総合的判断 
●上位計画･他事業との関連性 
●道路の幹線性 
●投資効果 
●道路機能配置バランス  等 

問題区間の対策検討 

比較検討 
●問題区間の改善効果 
●他区間に及ぼす影響 
●投資効果 
●実現性 

 
 
 

＜step1＞ 
問題区間 
の抽出  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜step2＞ 
区間別の 
再編方策 
の選定 
 

＜step3＞ 
全体網で
の検証 

問題区間抽出 
問題なし区間 問題あり区間 

廃 止 

不要 

新たな道路網（＝再編計画素案） 

ＯＫ 

未着手路線 
(基本道路網に含まれない区間) 

 

＜step4＞ 
整備優先
度の考慮 総合評価による各路線の整備順位付け 

問題あり区間との関連性 

未着手ルート 
として残る区 
間がある場合 

あり なし 

計画変更※ 変更なし 

現 況 
道 路 
改 良 

未着手
ルート
整 備 

新 規 
ルート 
整 備 

都 市 計 画 決 定 手 続 

計画変更※ 

ルート変更 
 （現道の活用含む） 

道路断面変更 
 （拡幅／縮小） 

再編検討の評価指標による検証 ＯＵＴ 

 

 
第２回 
委員会 

[中間報告]

○問題区間の対策検討、未着手路
線の必要性検討結果をとりま
とめ、新たな都市計画道路網
(案)を市が説明する。 

○市の案について検討し意見及
び提案を行う。 

 
第３回 
委員会 

[最終報告]

○第２回の意見・提案を踏まえた
再検討の結果の説明、評価指標
による全体ネットの再検証の検
討結果を市が説明する。 

○市の説明に関して委員会が意見
及び提案を行う。 

○個別意見の収集
・委員や出身団体へのヒ
アリング等 

説明 

意見
提案 

説明 

意見 
提案 

説明 

意見 
提案 

 
第１回 
委員会 

[方針説明]

○答申の説明[委員会の役割・再
編の必要性と進め方・検討方法
等] 

○評価指標、市民参加についての
意見徴収 

 情報提供 

素案提示 

再編の１次検討 

○変更/廃止：検討の方向性 
○新規提案 ：ルート、種別、諸元 

答申の内容の情報提供 

再編の２次検討 

１次検討結果の提示及び説明 

○問題区間の対策検討 
○未着手路線の必要性検討 
○継続検討の必要性 

２次検討結果の提示及び説明 

○再検討結果(問題区間・未着手) 
○評価指標による全体ネットの再検証 
○課題路線の整理 

新たな道路網（素案）の策定 

区または地域ごとの説明と意見収集 

整備優先順位の検討 

情報提供 

意見収集 

情報提供 

意見収集 

情報提供 

意見収集 

個別路線の都市計画案(1/2,500)の作成 

公告・縦覧及び意見書の提出 
都市計画審議会 

都市計画決定 

意見収集 

新たな道路網の検討 

整備優先度の考慮

都市計画決定に
向けた手続 

 ○ホームページ（情報提供）

○市民アンケート(市政モニター) 
・問題意識(渋滞、道路ネット･構造等) 
・評価指標(所要時間、走行速度等) 
・整備優先度 
・その他市民要望 

○ホームページ(双方向) 
 (情報提供とパブリックコメントの募集) 
○冊子(区役所にて閲覧) 
○意見回収箱の設置(区役所) 

○ホームページ(双方向) 
 (情報提供とパブリックコメントの募集) 
○冊子(区役所にて閲覧) 
○意見回収箱の設置(区役所) 

○ホームページ（素案提示） 
○チラシ等の配布 
○説明会等の実施 

時期 素案検討委員会 北九州市 市民・企業等 

15
年
度 

16
年
度
以
降 

◆
合
意
形
成
段
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◆
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◆
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＜合意形成・市民参加の進め方＞ 
 
■「都市計画道路網再編素案検討委員会」の設置 
  ・構成委員16名（学識４、市民８、産業４）からの意見聴取。  ・３回開催予定 

■専用ホームページの開設  http:www.city.kitakyushu.jp/̃k3502020/tokeidousaihen/imdex.htm 

  ・答申の公表[Ｈ15.3より実施中] 
  ・委員会の結果公表  ・市民からの意見募集及び回答の提示   （随時、双方向） 

■「都市計画道路に関するアンケート調査」の実施 

■パンフレット、チラシ作成や説明会の開催等による公表・合意形成      赤字：実施中 

 



 

 

４．再編検討のＳＴＥＰ１：「問題区間の抽出」について 
●「答申」に示された評価指標を具体的に設定し、現状を確認しました。これに基づいて、長期的な目標を置いて基本道路網（＝未着手路線を除いた道路網）での達成状況を検証したところ、以下に示すような代表的な

問題区間が導き出されました。 

 
道路網の長期的なあり方と評価指標[答申] 今回設定した評価指標 現況 長期的な目標(案) 基本道路網での達成状況 代表的な問題区間と道路整備の方向(案) 

[１]時間距離圏域（面積） ①ランプ10分圏域の面積比率 ・市街化区域の83％をカバー ・市内全域（市街化区

域）をカバー 

・概ね達成（98％）  

②新北九州空港１時間圏域人口

比率 

・空港利用圏域（９市34町４

村）の85％をカバー 

・空港利用圏域（９市

34町４村）をカバー

・概ね達成（99％）  

③小倉都心１時間圏域人口比率 ・200万都市圏（９市27町２

村）の90％をカバー 

・200万都市圏（９市

27町２村）をカバー

・概ね達成（98％）  

[２]時間距離圏域（人口） 

④都心、副都心30分圏域の人

口比率 

・都心:84％ 

・副都心:51％ 

・都心:全市をカバー 

・副都心:八幡西、若

松、遠賀、中間、直

方をカバー 

・都心:概ね達成（95％） 

・副都心:概ね達成（95％） 

 

[３]旅行速度 ⑤旅行速度30km未満延長比率 ・市域の82％をカバー ・概ね解消 ・未達成（92％:特に都心や副都

心周辺で解消されない） 

・都心部、副都心部、戸畑付近における

放射、環状軸の形成（＝Ａ） 

・黒崎～学研都市における交通軸の強化

（＝Ｂ） 

・門司～小倉北、小倉南～八幡東、八幡

西区東西方向における交通軸の強化

（＝Ｃ） 

[４]混雑度 ⑥主要渋滞ポイント数 ・17箇所 ・概ね解消 ・2箇所で未達成（折尾南口、中

島橋東） 

・八幡西区南西部における交通軸の強化

（＝Ｃ） 

産業活動の活性化 

都市内交通の円滑化 

[５]都市内拠点と幹線道路

との連絡性 

⑦幹線道路ルートが確保された

物流拠点、産業拠点、次世代

産業拠点数 

・14拠点中５拠点において

ルート確保が不十分 

 （新空港､草見､門司､東田､ 

  洞海湾） 

・14拠点でルート確保 ・２拠点で未達成（門司、東田） ・門司地区～新門司方向へのアクセス性

の向上（＝Ｂ） 

・東田～戸畑バイパスにおけるアクセス

性の向上（＝Ｂ） 

[６]骨格道路網の構成度合

い 

⑧わかりやすい骨格道路網が整

備された主要交通軸数 

・14軸中11軸で未達成 ・主要交通軸:14軸 ・10軸で未達成 ・10軸（都心～門司、黒崎、戸畑、学研

都市 等）におけるわかりやすい骨格

道路網の形成（＝Ｄ） 

[７]放射、環状網の構成度

合い 

⑨放射、環状網が整備された中

心市街地数 

・８地域中４地域で未達成 

 （小倉、黒崎、戸畑、若松）

・中心市街地:８地域 ・４地域で未達成 

 （小倉、黒崎、戸畑、若松） 

・４地域（小倉、黒崎、戸畑、若松）に

おける放射、環状軸の形成（＝Ａ） 

(１)
物
流
を
支
援
し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
を
目
指
す 

道路機能の明確化 

[８]大型車の交通流動 ⑩大型車が多い区間の問題箇所

数 

・５箇所 ・概ね解消 ・２箇所で未達成（門司､門司～

新門司） 

・門司地区～新門司方向へのアクセス性

の向上（＝Ｂ） 

[９]バス路線の旅行速度 ⑪旅行速度15km未満延長比率

(主要バス路線) 

・バス路線の約27％が15km

未満 

・概ね解消 ・未達成（12％:都心や副都心周

辺等で解消されない） 

・都心部、副都心部における放射、環状

軸の形成（＝Ａ） 

(２)質を重視し、安全・安

心なまちづくりを目指

す [10]都市計画道路と駅前

広場の結節度合い 

⑫都市計画道路と駅前広場の結

節状況 

・28駅中３駅で結節が不十分 

 （折尾、城野、南小倉） 

・概ね達成 ・３駅で未達成（折尾、城野、南

小倉） 

・折尾駅、城野駅、南小倉駅における結

節機能の強化（＝Ｂ） 

⑬ＮＯx排出量 ・2,570ｔ/年 ・できるだけ抑制 ・3,040ｔ/年（18％増） (３)環境に配慮し、潤いと

魅力に満ちた都市づく

りを目指す 

[11]交通公害の低減 

⑭ＣＯ2排出量 ・1,160千ｔ/年 ・できるだけ抑制 ・1,220千ｔ/年（５％増） 

→必要に応じて個別路線の計画において､

環境への影響を検討する 

(４)効率的・効果的な都市

づくりを目指す 

[12]既存ストックの有効

活用の度合い 

⑮現況道路、臨港道路の有効活

用度 
→区間別の再編方策選定（ＳＴＥＰ２）で検討するため、今回は対象としない。 
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都心～門司･新空港･八幡･戸畑､ 
副都心～中間･遠賀･学研､都心環状､ 
副都心環状､都市環状､都市圏環状 

都心～門司･新空港･八幡･戸畑､ 
副都心～中間･遠賀･学研､ 
都心環状､副都心環状､都市圏環状 

Ａ：中心市街地における放射・環状網の形成 
Ｂ：次世代産業拠点や学術研究都市、鉄道駅等へのアクセス強化
Ｃ：混雑が著しい区間の解消 
Ｄ：主要交通軸におけるわかりやすい骨格道路網の形成 

※道路整備の方向


